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豊
岡
市
長
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

豊
岡
市
長
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

平
成
31
年
度
の
予
算
編
成
に
先
立
ち
、
11
月
１
日
、
森
井
会
長
を
は

じ
め
と
す
る
代
表
委
員
５
名
で
市
長
室
を
訪
れ
、
意
見
書
の
趣
旨
を

説
明
し
、
市
の
農
業
の
実
態
に
応
じ
た
農
業
施
策
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
市
長
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

（１）　

農
地
利
用
最
適
化
に
関
す

る
連
携
支
援
に
つ
い
て

　

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
及
び

解
消
の
た
め
の
農
地
の
利
用
調

整
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
農

会
・
区
・
営
農
組
織
及
び
担
い

手
等
の
協
力
を
得
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
市
に
お
い
て
も
、

今
以
上
に
、
国
、
県
、
市
及
び

農
地
中
間
管
理
機
構
の
補
助
制

度
活
用
等
連
携
支
援
を
図
ら
れ

た
い
。

（２）　

発
生
防
止
及
び
解
消
に
具

体
的
な
支
援
に
つ
い
て

①
農
地
と
し
て
活
用
し
た
い
が

農
道
が
狭
い
、
上
流
の
水
路

が
災
害
等
に
よ
り
取
水
で
き

な
い
等
、
農
地
が
農
地
と
し

て
活
用
で
き
な
く
な
り
、
や

む
を
得
ず
遊
休
農
地
と
な
っ

て
い
る
所
も
見
受
け
ら
れ
る
。

そ
う
し
た
所
に
は
、
農
道
の

拡
幅
及
び
水
路
整
備
に
思
い

切
っ
た
支
援
体
制
を
進
め
ら

れ
た
い
。

②
地
域
の
話
し
合
い
に
よ
り
、

守
る
べ
き
農
地
で
あ
れ
ば
、

ビ
オ
ト
ー
プ
や
耕
畜
連
携
等

に
よ
る
活
用
提
案
を
行
い
つ

つ
、
遊
休
農
地
解
消
に
向
け

た
、
手
厚
い
支
援
体
制
を
図

ら
れ
た
い
。

（１）　

新
規
就
農
者
に
対
す
る
支

援
に
つ
い
て

　

担
い
手
不
足
の
中
、
市
が
実

施
し
て
い
る
新
規
就
農
者
に
対

す
る
支
援
は
有
効
と
考
え
る
。

つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
更
な

る
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

①
新
規
就
農
者
の
自
立
に
は
、

複
数
年
の
研
修
と
支
援
が
必

要
で
あ
る
た
め
、
支
援
期
間

の
延
長
を
検
討
さ
れ
た
い
。

②
対
象
年
齢
の
引
き
上
げ
を
検

討
さ
れ
た
い
。

③
農
業
ス
ク
ー
ル
受
け
入
れ
農

家
に
対
し
て
の
研
修
生
受
入

経
費
の
引
き
上
げ
を
図
ら
れ

た
い
。

④
初
期
投
資
に
対
す
る
支
援
制

度
の
継
続
を
お
願
い
し
た
い
。

（２）　

集
落
営
農
等
の
育
成
と
支

援
に
つ
い
て

①
山
間
集
落
に
お
い
て
は
、
高

齢
化
に
よ
り
気
力
・
体
力
と

も
に
減
退
し
、
営
農
活
動
の

危
機
が
迫
っ
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
状
況
を
打
開
す
る
に

は
、
営
農
組
織
の
設
立
が
急

務
と
考
え
る
。
早
急
に
対
象

集
落
に
お
い
て
座
談
会
の
開

催
や
集
落
の
意
向
把
握
な
ど
、

集
落
・
地
域
に
あ
っ
た
営
農

組
織
の
設
立
を
支
援
す
る
た

め
、
農
業
委
員
会
、
県
、
市
、

Ｊ
Ａ
が
一
体
と
な
っ
た
推
進

体
制
を
強
化
さ
れ
た
い
。

②
既
存
の
営
農
組
織
に
お
い
て

は
、
米
価
の
下
落
や
従
事
者

の
高
齢
化
等
に
よ
り
存
続
が

厳
し
い
組
織
も
あ
る
。
今
一

度
、
各
組
織
の
状
況
を
把
握

し
て
、
再
編
等
も
含
め
た
経

営
改
善
の
指
導
を
行
い
、
増

収
に
つ
な
が
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
指
導
さ
れ
た
い
。

（３）　

農
業
経
営
塾
の
設
置
に
つ

い
て

　

担
い
手
、
集
落
営
農
の
構
成

員
が
、
そ
の
継
続
・
発
展
の
た

め
、
販
売
や
商
品
企
画
、
労

務
・
財
務
管
理
、
人
材
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な

ど
を
幅
広
く
学
べ
る
農
業
経
営

塾
の
設
置
を
検
討
さ
れ
た
い
。

（１）　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

制
度
の
推
進
に
つ
い
て

　

地
域
の
農
業
を
支
え
る
制
度

と
し
て
市
に
お
い
て
も
推
進
さ

れ
て
い
る
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
有
効

で
あ
る
地
域
が
あ
る
と
認
識
す

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
交
付
金

申
請
事
務
が
煩
雑
な
た
め
、
事

務
を
行
う
人
材
が
無
く
、
取
組

を
躊
躇
し
て
い
る
地
域
が
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。

　

つ
い
て
は
、
国
等
へ
農
村
の

実
態
に
即
し
た
事
務
の
簡
素
化

を
要
望
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

本
制
度
の
活
用
が
有
効
で
あ
る

地
域
が
取
組
め
る
よ
う
な
積
極

的
な
指
導
・
支
援
を
推
進
さ
れ

た
い
。

（２）　

土
地
改
良
区
へ
の
支
援
に

つ
い
て

　

土
地
改
良
区
に
お
い
て
は
、

構
成
員
の
高
齢
化
や
不
在
地
主

の
増
加
等
に
よ
り
維
持
の
た
め

の
賦
課
金
の
徴
収
が
困
難
と
な

り
、
運
営
及
び
農
道
・
用
排
水

路
等
の
保
全
に
支
障
を
き
た
し

て
い
る
。
未
収
対
策
へ
の
有
効

な
方
策
を
指
導
さ
れ
た
い
。

（３）　

遊
休
農
地
解
消
に
向
け
た

農
会
等
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

中
山
間
地
域
に
お
い
て
は
、

１ 

遊
休
農
地
の
発
生
防
止

　

 

及
び
解
消

２ 

担
い
手
農
家
や
集
落
営

　

 

農
等
の
育
成
と
支
援

３ 

地
域
を
支
え
る
農
政
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個
人
で
は
遊
休
農
地
の
解
消
は

困
難
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
、

農
会
、
土
地
改
良
区
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
等
の
遊
休
農
地
解
消
に

向
け
た
新
た
な
支
援
制
度
を
検

討
さ
れ
た
い
。

（1）　

個
体
数
の
減
少
対
策
に
つ

い
て

①
有
害
鳥
獣
の
被
害
は
、
一
向

に
な
く
な
ら
な
い
。
更
な
る

捕
獲
体
制
の
強
化
を
検
討
さ

れ
た
い
。

②
狩
猟
者
の
増
加
施
策
の
検
討
、

狩
猟
免
許
取
得
や
免
許
更
新

の
支
援
の
充
実
を
図
ら
れ
た

い
。

（２）　

被
害
防
止
対
策
の
強
化
に

つ
い
て

①
侵
入
防
止
柵
・
捕
獲
檻
等
の

設
置
及
び
管
理
に
対
す
る
支

援
の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

②
中
型
獣
に
よ
る
被
害
防
止
を

強
化
さ
れ
た
い
。

③
夜
間
、
峠
の
舗
装
道
路
及
び

橋
梁
な
ど
電
気
柵
で
対
応
で

き
な
い
場
所
に
対
す
る
施
策

を
検
討
さ
れ
た
い
。

（1）　

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の

推
進
に
つ
い
て

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
で
は
、

地
域
の
環
境
や
農
業
を
学
ぶ
こ

と
で
郷
土
愛
を
育
む
こ
と
を
目

標
に
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
養
成
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
の
更

な
る
能
力
向
上
に
努
め
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
も
検
討

さ
れ
た
い
。

（２）　

地
産
地
消
と
食
農
教
育
の

推
進
に
つ
い
て

①
市
を
あ
げ
て
地
産
地
消
に
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。
直
売
所
・
飲
食
店
な
ど

と
連
携
し
て
地
産
地
消
推
奨

店
な
ど
を
登
録
し
、
Ｐ
Ｒ
や

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど

リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
た
め

の
後
押
し
を
検
討
さ
れ
た
い
。

②
伝
統
・
特
産
農
産
物
は
、
地

産
地
消
・
食
農
教
育
の
推
進

に
役
立
つ
ほ
か
、
地
域
の
農

業
の
復
興
に
つ
な
が
る
可
能

性
を
も
秘
め
て
い
る
た
め
、

更
な
る
発
掘
、
育
成
、
ブ
ラ

ン
ド
化
の
推
進
を
強
化
さ
れ

た
い
。 

４ 

有
害
鳥
獣
の
被
害
防
止

　

 

対
策
の
強
化

５ 

環
境
に
や
さ
し
い
農
業・

 　
地
産
地
消
と
食
農
教
育

　

 

の
推
進

農地パトロールを実施しました
　７月１８日から８月２日にかけて、市内を１１班（豊岡北Ａ、豊岡北Ｂ、豊岡南Ａ、豊岡南Ｂ、城
崎、竹野、日高東、日高西、出石北、出石南、但東）に分けて農地パトロール（利用状況調査）を
行い、昨年調査した遊休農地等の追跡調査や、新たに発生した遊休農地、自己保全などで解消され
た農地等の確認を行いました。
　この調査により、耕作されずに遊休農地となってい
ることが確認された場合は、所有者等に今後の利用の
意向を聞き取り、その意向を勘案した利用調整を行う
ことになっていますが、条件の良い農地でなければ利
用調整が難しくなってきているのが現状です。
　また、高齢で耕作をやめられる方や、耕作者がみつ
からない農地を早めに把握し、次の耕作者につなげる
遊休農地の発生防止にも力を入れて取り組んでいます。
　相談等があれば、地元の農業委員・農地利用最適化
推進委員にお尋ねください。 農地パトロールの様子


